








◆問い合わせ先　生涯学習係　☎87－2113
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日
本
体
育
大
学
と
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」
を
も

と
に
、
12
月
２
日
に
由
利
本
荘
市
で
開
催
さ
れ
た
実
演
会
に
、
三
種
町
か

ら
２
２
６
名
の
方
が
観
覧
に
い
き
ま
し
た
。

　

実
演
会
で
は
、
学
生
が
日
頃
か
ら
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
新
体
操
な
ど
を
実
演
し

ま
し
た
。
体
操
競
技
で
は
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
白
井
健
三
選
手
が

平
行
棒
で
華
麗
な
演
技
を
披
露
し

ま
し
た
。
最
後
は
男
子
学
生
が
伝

統
の
「
エ
ッ
サ
ッ
サ
」
を
披
露
し
、

会
場
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

森
岳
小
６
年
の
吉
田
悠
太
朗
さ

ん
は
「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
は
、

も
の
す
ご
い
高
さ
ま
で
飛
ん
で
い

て
び
っ
く
り
し
た
。
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
白
井
健
三
選
手
の
演
技
を
間

近
で
み
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
弟
の
龍
平
さ
ん
は
「
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
お
姉
さ
ん
が
、
人
の

上
を
飛
ん
で
い
く
の
に
び
っ
く
り

し
て
楽
し
か
っ
た
」
と
普
段
間
近

で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
競
技
に

目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

※
写
真
は
由
利
本
荘
市
提
供
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　新たに展示されたのは、
町指定文化財「菅江真澄の
書」。署名が「白井真澄」
とされており、極めて珍し
いものです。

琴丘歴史民俗資料館「縄文の館・三種の館」
●開館日　火・水・土・日 … 9：00～16：30
　　　　　木・金 …………… 事前に生涯学習係
　　　　　　　　　　　　　  までご予約下さい
●休館日　月・第３水曜日・年末年始
●入館料　大　　人 210円　  高大学生 100円
　　　　　小中学生   50円
　　　　　20名以上の団体　各半額
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　第64回読書感想文コンクール県審査にて、下岩川小６年の
近藤紗世さんが県教育長賞（最優秀賞）に選ばれ、中央審査会
へ進みました。深いテーマに対し、真正面に向き合った素晴ら
しい作品です。他にも、金岡小２年の笹村晴之介さん、森岳小
４年の嶋田暖さん、浜口小３年の畠山咲桜さんが優良賞に選出
されました。おめでとうございます。

　また、中学生の「人権に関する作文」では、山本中１年の安
田彩乃さんが、ＡＡＢ秋田朝日放送賞を受賞しました。まだ当
たり前のようにはびこる差別に対し、現代の中学生として鋭く
切り込んだ、秀逸な作文です。
　新聞に掲載されていた全体講評では、よい作文を書くには、
『気持ちのこもった一言一言。人の動きや息遣い、表情。その
場に見えるものや聞こえてくるものを一つでも添えると、書き
手と読み手の距離はぐんと縮まる』とありました。
　今の三種町の小中学生の思考力、表現力には目を見張るもの
があります。これからの活躍にも注目していきたいと思います。
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ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
国
際
大
会
に
、

東
北
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
琴
丘

小
６
年
の
見
上
雄
乃
信
さ
ん
が
、
12
月
３
日
、
教

育
委
員
会
に
て
遠
征
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

見
上
さ
ん
は
、「
今
回
は
と
て
も
い
い
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
周
り
の
選
手
た
ち
は
、
挨
拶
や
練

習
へ
の
意
識
が
と
て
も
高
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ス
ペ
イ
ン
の
街
並
み
も
綺
麗
で
し
た
」
と
、

沢
山
の
刺
激
を
受
け
た
こ
と
と
、
応
援
し
て
く
れ

た
方
々
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　山本公民館まつりは、公民館を利用している自主学習グルー
プが、日頃の学習の成果を発揮し、皆で楽しむ機会を作るため
に開催されているものです。今年で８回目を迎え、年々賑わい
を増し、沢山のグループの舞台発表や展示があります。
　昼食やお菓子の販売、飲み物の無料サービスもあります。
　さらに今回は、森岳小児童が考案した「森岳歌舞伎弁当」第
２弾の販売も行います。
　ぜひお気軽にお立ち寄り、お楽しみください。

日時▶１月27日（日）10：00～　　場所▶山本公民館

　

12
月
２
日
、
三
種
町
八
竜
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
第

33
回
三
種
町
柔
道
大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

三
種
町
柔
道
大
会

幼
年
・
小
学
１
年
の
部

優　

勝　

藤
田
　
虎
冴
（
弘
道
館
）

準
優
勝　

田
村
萌
々
香
（
弘
道
館
）

３　

位　

今
立
　
小
晴
（
弘
道
館
）

小
学
２
年
の
部

優　

勝　

山
須
田
徠
斗
（
弘
道
館
）

準
優
勝　

田
村
明
日
香
（
弘
道
館
）

３　

位　

川
村
　
晴
真
（
弘
道
館
）

小
学
３
年
の
部

優　

勝　

田
森
　
啓
太
（
三　

種
）

準
優
勝　

今
立
　
大
晴
（
弘
道
館
）

３　

位　

佐
々
木
彩
夏
（
旭　

川
）

小
学
４
年
の
部

優　

勝　

高
橋
　
　
涼
（
弘
道
館
）

準
優
勝　

日
諸
　
彩
翔
（
三　

種
）

３　

位　

相
馬
　
　
健
（
弘
道
館
）

　
　
　
　

田
村
　
実
紀
（
青　

雲
）

小
学
５
年
の
部

優　

勝　

田
村
　
実
紀
（
青　

雲
）

準
優
勝　

荒
川
　
　
弾
（
三　

種
）

３　

位　

安
井
　
駈
音
（
き
み
ま
ち
）

　
　
　
　

金
野
　
碧
海
（
き
み
ま
ち
）

小
学
６
年
の
部

優　

勝　

武
藤
　
大
河
（
旭　

川
）

準
優
勝　

小
川
　
　
凌
（
旭　

川
）

３　

位　

伊
藤
英
一
郎
（
弘
道
館
）

　
　
　
　

戸
松
　
　
優
（
青　

雲
）

中
学
生
の
部

優　

勝　

関
　
　
勇
梧
（
秋
田
東
）

準
優
勝　

高
橋
　
　
蓮
（
弘
道
館
）

３　

位　

菊
谷
　
大
晴
（
弘
道
館
）

　
　
　
　

田
村
　
治
豊
（
弘
道
館
）

ス
ペ
イ
ン
よ
り
凱
旋

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

見
上
さ
ん

第８回 山本公民館まつり

◆問い合わせ先　山本公民館まつり実行委員会
　　　　　　　　山本公民館　☎83－2353

元気に交流！はじける笑顔！

広報 みたね
mitane town
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月　　日 行　　　事　　　名 場　　　所
１月４日～５日 平成30年度北東北強化練習会（Ｕ－13バスケットボール） 山 本 体 育 館
１月４日～６日 平成30年度北東北強化練習会（Ｕ－14バスケットボール） 琴 丘 総 合 体 育 館
１月７日 三種町新年書き初め大会 山 本 公 民 館
１月８日～13日 金足農業高校硬式野球部三種合宿 八 竜 体 育 館 ほ か
１月12日～13日 第26回北緯40度中学校バスケットボール交流大会 琴丘総合体育館・山本体育館
１月20日 第９回八竜地域ユニカール大会 八 竜 体 育 館
１月27日 第３回バブルサッカー交流会 山 本 体 育 館

１月のスポーツ・文化行事

　

町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
分
野

で
活
躍
さ
れ
た
方
を
毎
年
表
彰
し
て
お

り
ま
す
。

　

表
彰
に
は
基
準
が
あ
り
、
町
内
小
中

学
校
、
高
校
、
町
内
関
係
団
体
へ
は
該

当
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
把
握
し
き
れ
な
い
場
合
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
が
お
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
係　
☎
８
７
ー
２
１
１
３

ス
ポ
ー
ツ・文
化
栄
誉
賞

主催：山本地域スポーツクラブ

主
催
：
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　今年で９回目を迎える八竜地域ユニカール
大会。みなさんの参加をお待ちしております。

◆問い合わせ先
　八竜地域スポーツクラブ事務局
☎87－2113

八竜地域スポーツクラブ

　
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

定
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
と
は
、
姿
勢
を

正
し
て
腹
式
呼
吸
で
矢
を
放
ち
ま

す
。
手
軽
で
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
体
験
し
に
き
て

く
だ
さ
い
。

❶
日　
時　
１
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

❷
場　
所　
山
本
体
育
館

❸
参
加
料　
無
料

❹
そ
の
他　
内
ズ
ッ
ク
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

❺
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）

　
嶋
田　
☎
８
７
ー
２
１
１
３

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

体
験
会
の
お
知
ら
せ

　三種町でバブルサッカー
交流会が開催されます！こ
の機会に、ニュースポーツ
「バブルサッカー」を体験
してみましょう。
日　　時　１月27日（日）　９：00～
場　　所　山本体育館
チーム編成　中学生以上の三種町民
　　　　　限定６チーム　※１チーム５～８人（男女混合可）
参 加 料　１チーム　1000円
○詳しい申込み方法は山本地域スポーツクラブ事務局（87
－2113）にお問い合わせください。

推
薦
の
お
願
い

日　　時 １月20日（日）
　　　　　８：30～受付　９：00～開会式

場　　所 八竜体育館

チーム編成　１チーム３人（小学生以上）
※ただし、小学校低学年だけのチー
ムの場合は高校生以上の責任者を
つけてください。

参 加 料　無料

参加申込　１月11日までに、八竜体育館
に備えつけの参加申込書にご記
入の上、提出してください。
（八竜地域の自治会長のみなさんに
も別途送付しております。）

八竜地域ユニカール大会八竜地域ユニカール大会八竜地域ユニカール大会
第９回

第３回  バブルサッカー交流会

平成31年１月 32



と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

浜
口
小
学
校
は
前
庭
に
作
っ
た
観

察
池
（
ド
ラ
ゴ
ン
の
泉
）
を
活
用
し

た
八
郎
湖
の
水
環
境
を
守
る
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
三

浦
紗
妃
さ
ん
（
琴
丘
小
６
年
）
は

「
条
件
が
そ
ろ
わ
な
い
と
生
き
物
は

生
育
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
ふ
る
さ
と
再

発
見
が
で
き
た
。
も
っ
と
町
民
に
ア
ッ

ピ
ー
ル
し
た
方
が
い
い
と
思
う
。

（
地
域
住
民
）
」
「
各
校
で
色
々
な

取
組
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
保
護
者
）
」
「
各
地
区
の
特
徴
が

わ
か
る
良

い
機
会
で

し
た
。

（
学
校
職

員
）
」
な

ど
他
校
の

取
組
を
知

る
良
い
機

会
と
な
り

ま
し
た
。

先
月
13
日
、
下
岩
川
小
学
校
の
全

校
児
童
が
「
ふ
る
さ
と
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
も
り
た
け
」

を
訪
問
し
、
元

気
を
届
け
ま
し

た
。
低
学
年
は

ス
テ
ー
ジ
で
歌

や
合
奏
、
高
学

年
は
ゲ
ー
ム
で

交
流
し
ま
し
た
。

入
所
者
の
皆
さ

ん
は
大
き
な
笑
顔
で
拍
手
を
送
り
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
と
会
話
を
し
な
が
ら
涙
ぐ
む
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
近
藤
駿
矢
さ
ん

（
３
年
）
は
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
に
元
気
を
あ
げ
ら
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
ぼ
く
も
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
学
校
に
地
域
の
企
業
よ
り

冷
水
器
の
寄
贈
が
あ
り
、
こ
の
度
、

感
謝
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

創
業
100
周
年
を
迎
え
た
畠
慶
商
事

様
（
畠
山
慶
午
代
表
）
が
秋
田
銀
行

の
協
力
に
よ
り
地
域
貢
献
の
一
環
で

行
う
事
業
と
の
こ
と
。
集
会
で
畠
山

代
表
は
「
夏
の
熱

中
症
予
防
の
た

め
冷
水
器
を
利

用
し
健
康
に
気

を
付
け
な
が
ら

元
気
に
健
や
か

に
成
長
し
て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
ま

し
た
。
児
童
を
代
表
し
て
鈴
木
響
介

さ
ん
（
６
年
）
は
「
休
み
時
間
に
利

用
で
き
る
の
で
う
れ
し
い
。
大
切
に

使
い
た
い
。
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を

述
べ
た
後
、
金
希
優
亜
さ
ん
（
６
年
）

が
児
童
会
か
ら
の
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。
髙
橋
校
長
は

「
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

特
に
猛
暑
の
夏
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
維
持
に

役
立
て
た
い
。

」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会
の
進
行
を

担
当
し
て
く
れ
た
の
は
下
岩
川
小
６

年
の
湊
朱
央
さ
ん
と
近
藤
紗
世
さ
ん
。

何
回
も
練
習
し
た
の

で
し
ょ
う
。
緊
張
し

な
が
ら
も
流
暢
な

話
し
方
で
会
を
成

功
に
導
い
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第９号 三種町学校支援通信 平成３０年１２月２０日

先
月
16
日
、
「
ふ
る
さ
と
学

習
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
、
３

小
学
校
が
日
頃
の
取
り
組
み
の

様
子
を
発
表
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
八
竜
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
み
ん
ぐ
」

（
宮
田
和
子
代
表
）
に
よ
る
紙

芝
居
が
披
露
さ
れ
、
会
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

続
い
て
金
岡
小
学
校
は
伝
統

あ
る
七
星
神
社
奉
納
相
撲
の
歴

史
や
経
緯
、
今
後
へ
の
思
い
を

発
表
し
ま
し
た
。
鈴
木
柊
さ
ん

（
下
岩
川
小
６
年
）
は
「
今
後

も
伝
統
を
引
継
い
で
ほ
し
い
。
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

森
岳
小
学
校
は
女
子
に
よ
る

通
り
音
頭
に
始
ま
り
、
森
岳
歌

舞
伎
の
歴
史
や
今
後
の
願
い
、

歌
舞
伎
弁
当
の
取
組
を
発
表
し

ま
し
た
。
寺
沢
琉
衣
さ
ん
（
湖

北
小
６
年
）
は
「
踊
り
は
息
が

合
っ
て
と
て
も
上
手
で
し
た
。
」

第 ９ 号

－発行者－

三種町教育委員会

教育活動推進員

渡邊 清彦

み
た
ね
の
学
校

先
月
、
琴
丘

小
学
校
４
年
生

が
車
椅
子
を
体

験
し
な
が
ら
福

祉
学
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

（
町
社
会
福
祉

協
議
会
の

協
力
）

初
め
は
車
椅

子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
、

田

中

健

さ

ん

（
三
種
町
在
住
）

か
ら
の
講
話
で

し
た
。
車
イ
ス

生
活
を
送
る
こ

と
に
な
っ
た
経

緯
や
車
椅
子
バ

ス
ケ
と
の
出
会

い
、
数
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
最

後
に
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で

ほ
し
い
と
の
強

い
思
い
を
語
り

ま
し
た
。
そ
の

後
体
育
館
で
実

際
に
車
イ
ス
に

乗
り
段
差
の
あ

る
時
の
乗
り
方

や
介
助
の
仕
方

等
を
体
験
し
ま

し
た
。
見
上
慧

さ
ん
は
「
自
分

で
で
き
な
い
こ

と
は
だ
れ
か
に

助
け
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
だ

と
分
か
り
ま
し

た
。
」
石
川
怜

さ
ん
は
「
目
標

を
も
た
な
い
と

い
い
こ
と
が
な

い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し

た
。
」
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

森岳小学校 金岡小学校

下
岩
川
小
学
校

湖
北
小
学
校
で
は
学

年
ご
と
に
お
茶
会
を
体

験
し
な
が
ら
日
本
の
伝

統
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

４
年
生
は
八
竜
幼
稚

園
を
訪
れ
体
験
し
ま
し

た
。
幼
稚
園
に
は
専
用

の
茶
室
が
整
備
さ
れ
、

園
児
は
年
16
回
程
度
体

験
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

本
日
の
お
花
や
お
菓
子

を
確
認
し
た
後
、
お
茶

の
頂
き
方
を
学
び
ま
し

た
。
次
に
、
園
児
４
名

が
運
ん
で
き
た
お
茶
を

作
法
に
従
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
途
中
で
正

座
が
き
つ
そ
う
な
児
童

も
い
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

寺
沢
蒼
衣
さ
ん
は

「
お
茶
は
少
し
苦
か
っ

た
け
ど
お
い
し
か
っ
た
。
」

嘉
村
恋
汰
さ
ん
は
「
あ

ん
こ
が
入
っ
た
お
菓
子

が
お
い
し
か
っ
た
。
今

日
は
礼
儀
も
学
べ
て
よ

か
っ
た
。
」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

指
導
を
担
当
し
た
田

中
牧
子
さ
ん
は
「
静
と

動
の
バ
ラ
ン
ス
、
場
に

合
っ
た
行
動
を
学
ん
で

ほ
し
い
。
」
と
の
思
い

を
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
学
校

琴
丘
小
学
校

浜口小学校

湖
北
小
学
校

広報 みたね
mitane town
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年金
だより

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

国民年金の任意加入制度について

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2379　健康推進課医療年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を
納めなければ、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、
60歳から65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めることにより、満額に
近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則
として10年以上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、70歳になるまで任意
加入することができます。（ただし、昭和40年４月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。詳
しくは、三種町役場または年金事務所にお問い合わせください。

「年金を増やしませんか！」

お問い合わせ先　秋田県国民年金基金　☎0120ー65ー4192

①国民年金の第１号被保険者で、保険料を全額納めている方
②国民年金に任意加入している方
③秋田県内に住所のある方

　国民年金基金は、老齢基礎年金の上積み年金として給付を行う、公的な年金制度です。
  年金額をご自分で設計して増減することも可能で、掛け金は全額「社会保険料控除」
の対象となり、受け取る年金にも「公的年金等控除」があるなど、税制面でも優遇され
ております。また、基本型は65歳受給開始ですが、２口目以降に60歳から受給のタイ
プもあります。
　次の条件を満たした方が加入できます。

保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします

●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円
１０,５００円
１３,６５０円
14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円
２１,４５０円
２4,150円

火 葬 価 格

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。

詳しくはお問い合わせください。

広告
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インフォメーションインフォメーションお
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

⃝

歌
謡
教
室

　

1
月
26
日　

13
時
〜
16
時

※
1
月
の
休
館

　

１
、２
、
3
、
７
、
15
、
21
、

28
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
秋
田
県
内
に
お
け
る
福

祉
・
介
護
人
材
の
育
成
及
び
確

保
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
習
得

の
た
め
に
必
要
な
資
金
や
、
一

定
の
資
格
が
あ
る
方
が
、
一
旦

介
護
職
を
離
職
し
た
後
に
介
護

事
業
所
へ
再
度
就
職
す
る
際
に

必
要
な
準
備
資
金
に
つ
い
て
、

無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

①�

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
受

講
資
金

・
貸
付
額　

上
限
20
万
円
以
内

・
返
還
免
除
条
件　

実
務
者
研
修
施
設
を
卒
業
し
て

か
ら
１
年
以
内
に
、
介
護
福
祉

士
に
登
録
し
、
そ
の
あ
と
、
秋

田
県
内
で
２
年
間
継
続
し
て
介

護
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
。

②
離
職
介
護
人
材
再
就
職
準
備
金

・
貸
付
額　

上
限
20
万
円
以
内

・
返
還
免
除
条
件

秋
田
県
内
で
２
年
継
続
し
て
介

護
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
。

※�

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
人

材
確
保
担
当
）

（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
８
８
０
）

自
衛
官
候
補
生
試
験
案
内

に
つ
い
て

　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
候

補
生
採
用
試
験
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
）
を
実
施
し
ま
す
。

【
１
回
目
】

⃝

試
験
日　
１
月
25
日（
金
）

⃝

受
付
締
切　
１
月
23
日（
水
）

【
２
回
目
】

⃝

試
験
日　
３
月
10
日（
日
）

⃝

受
付
締
切　
３
月
８
日（
金
）

⃝

試
験
場
所　
陸
上
自
衛
隊
秋

田
駐
屯
地
（
秋
田
市
寺
内
字
将

軍
野
１
）

⃝

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
面

接
・
身
体
検
査

⃝

採
用
年
齢　
18
歳
以
上
～
33

歳
未
満
（
来
春
高
校
卒
業
予
定

者
を
含
む
。）

⃝

採
用
時
期　
平
成
31
年
３
月

下
旬
～
４
月
上
旬
（
予
定
）

※
個
別
相
談
も
あ
り
ま
す
！

　

秋
田
地
方
協
力
本
部
能
代
事

務
所
で
は
、
自
衛
官
採
用
に
関

す
る
個
別
相
談
を
次
の
と
お
り

実
施
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の

活
動
や
各
種
採
用
制
度
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

と　
き　
平
日
10
時
～
16
時

※�

こ
れ
以
外
の
時
間
帯
や
土
日

祝
日
の
ご
相
談
で
も
大
丈
夫

で
す
。
そ
の
場
合
は
、
ご
希

望
の
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
左

記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

⃝

と
こ
ろ　
自
衛
隊
秋
田
地
方

協
力
本
部
能
代
地
域
事
務
所
内

（
能
代
市
合
同
庁
舎
１
階
）

問
い
合
わ
せ
先
…

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
能

代
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
８
５
―
５
２
―
０
７
６
８
）

雪
害
事
故
防
止
週
間

　

平
成
31
年
１
月
19
日
か
ら
１

月
27
日
は
、「
秋
田
県
雪
害
事

故
防
止
週
間
」
で
す
。「
屋
根

の
雪
下
ろ
し
は
２
人
以
上
で
」、

「
除
雪
機
の
調
整
等
は
エ
ン
ジ

ン
を
切
っ
て
か
ら
」
な
ど
除
排

雪
作
業
中
の
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

正
し
い
操
作
で
、
安
全
除
雪

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
と
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使

う
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

⑴�

作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取

扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、

正
し
い
使
い
方
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

⑵�

雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
、
回
転
部
（
オ
ー
ガ
、
ブ

ロ
ワ
）
が
完
全
に
停
止
し
て

か
ら
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

⑶�

回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

回
転
部
が
完
全
に
停
止
し
て

か
ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑷�

後
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、

挟
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、

足
も
と
や
後
方
の
障
害
物
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑸�

除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば

す
方
向
に
、
人
や
車
・
建
物

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

⑹�
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し

な
い
状
態
で
は
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

安
全
装
置
を
意
図
的
に
解
除

し
た
り
、
故
障
を
放
置
し
た

ま
ま
で
は
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
…

一
般
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械

工
業
会　
除
雪
機
安
全
協
議
会

（
☎
０
３
―
３
４
３
３
―
０
４
１
５)

冬
期
の
転
倒
災
害
防
止

　

冬
期
は
、
雪
・
凍
結
に
よ
る

転
倒
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

・�

危
険
な
場
所
を
知
り
予
防
し

よ
う
。

　

駐
車
場
か
ら
事
務
所
・
作
業

場
の
出
入
口
、
段
差
・
ス
ロ
ー

プ
ま
で
の
経
路
が
特
に
危
険
で

す
。

・
危
険
を
見
え
る
化
し
よ
う
。

　

看
板
な
ど
で「
転
倒
危
険
！
」

な
ど
の
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と

を
見
え
る
化
と
言
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
労
働
局
健
康
安
全
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
３
）

梅
毒
が
増
加
し
て
い
ま
す

　

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
梅

毒
で
す
が
、
秋
田
県
で
も
近
年

最
多
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

妊
娠
中
の
女
性
が
梅
毒
に
感

染
す
る
と
、
死
産
や
早
産
、
新

生
児
死
亡
、
奇
形
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
る
た
め
（
先
天
梅
毒
）、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

県
内
の
各
保
健
所
で
は
、
年

間
を
通
じ
無
料
・
匿
名
に
よ
る

梅
毒
、
エ
イ
ズ
を
含
む
性
感
染

症
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
近
く
の
保
健
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
健
康
福
祉
部　
保
健
・
疾

病
対
策
課　
健
康
危
機
管
理
部

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
４
２
７
）
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町の人口と世帯数
●人　口 16,730人 （-17）
　 【男】 7,787人   （- 7）
　 【女】 8,943人   （-10）
●世帯数 6,956戸   （  0）
※平成30年11月末現在、（  ）内前月比

　平成30年も、広報みたねでは、町で頑
張る皆さんの活動を紹介してきました。
　皆さんとても活力があり、ふるさと三
種町への愛情あふれる活動や考え方にと
ても感銘を受けました。お忙しい中取材
にご協力いただきありがとうございます。
　平成31年も、そして新しい時代になっ
ても、町の皆さんの情熱や町の素晴らし
さをお伝えできるように頑張ります。
　本年も広報みたねをよろしくお願いい
たします。 （将）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 火 元日
2 水
3 木

4 金
三種町消防出初式（式典　10：00～　琴丘総合体育館）
三種町交通指導隊出隊式（役場本庁　16：30～）
役場仕事始め

5 土
6 日

7 月 健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）
男性の介護予防講座「おとこ塾」（中嶋ふれあいセンター　13：30～15：00）

8 火
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
わくわくひろば「お正月遊びを楽しみましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）

9 水 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ｂ（パレス琴丘　10：00～11：30）
メロンキッズひろば「正月お楽しみ会」（八竜改善センター　９：30～11：30）

10 木 ドラえもんひろば「お正月遊びをしましょう！」（森岳保育園　９：30～11：30）
11 金 鵜川保育園開放日「おもちゃで遊びましょう」（鵜川保育園　10：00～11：00）
12 土
13 日
14 月 成人の日

15 火
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～12：00）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
わくわくひろば「鬼のお面を作りましょう！（発育測定）」（琴丘保育園　９：30～11：30）

16 水

山本地域行政相談所（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所（八竜改善センター　10：00～12：00）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）
介護予防講座（増沢生活改善センター　13：30～15：00）
メロンキッズひろば「発育測定＆手作りおもちゃで遊びましょう」（八竜改善センター　９：30～11：30）

17 木 おれんじカフェ（琴丘地域拠点センター　13：30～15：00）
ドラえもんひろば「すくすく発育測定」（森岳保育園　９：30～11：30）

18 金
介護予防講座（鯉川地区コミュニティセンター　13：30～15：00）
八竜保育園開放日「つくってあ・そ・ぼ」（八竜保育園　９：30～10：30）
八竜幼稚園開放日「一緒に遊ぼう♪」（八竜幼稚園　10：00～11：00）

19 土

映画「デイアンドナイト」　
　●舞台挨拶〈トークショー〉：琴丘総合体育館（メインアリーナ）　17：20～
　●先行上映　山本ふるさと文化館　～25日まで
　★詳細は今月号Ｐ９をご覧ください！
秋田なまはげの会出張相談会（保健センター　13：00～16：00）

20 日

21 月 がん患者のつどい（保健センター　13：30～）
男性の介護予防講座「おとこ塾」（中嶋ふれあいセンター　13：30～15：00）

22 火 乳児健診（保健センター）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）

23 水 メロンキッズひろば「鬼のお面と升作り」（八竜改善センター　９：30～11：30）

24 木
健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
わくわくひろば「保育園の誕生会に参加しましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）
ドラえもんひろば「鬼のお面と升作り」（森岳保育園　９：30～11：30）

25 金 ７か月児健康相談（保健センター）
浜口保育園開放日「みんなで遊びましょう」（浜口保育園　10：00～11：00）

26 土
27 日 日曜がん検診（能代厚生医療センター）

28 月 こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

29 火 介護予防講座（釜谷公民館　13：30～15：00）
献血　琴丘・山本地域

30 水 認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（すいらんの館　10：00～11：30）

31 木 時間外収納窓口　（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
１歳６か月児健診（保健センター）

平成31年１月 36


